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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第13期
第１四半期
連結累計期間

第14期
第１四半期
連結累計期間

第13期

会計期間
自 2021年４月１日
至 2021年６月30日

自 2022年４月１日
至 2022年６月30日

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

売上高 (百万円) 142,916 143,521 577,249

経常利益 (百万円) 1,067 1,198 5,834

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 644 640 4,770

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,228 3,068 △1,663

純資産額 (百万円) 106,090 101,361 100,041

総資産額 (百万円) 333,676 314,221 313,033

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 11.67 12.05 87.88

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 31.5 31.9 31.6
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上、「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として㈱日本カス

トディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めて

おります。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス禍が継続する中、ワクチンの接種は進ん

でおりますが、依然先行きの見えない状態が続いております。

このような中、当社グループは2023年３月期から2025年３月期までの３年間にわたる第５次中期経営計画がス

タートいたしました。第５次中期経営計画では、2025年に目指す姿としての長期ビジョン「医療・介護を支える商

品やサービスを戦略的に提供することにより、地域・コミュニティのヘルスケアになくてはならない存在となる」

に引き続き取り組むとともに「次代を見据えたビジネスモデルの革新」を中期ビジョンとし、実践課題として

「１．市場の構造変化と市場特性に合わせた医薬品流通モデルの追求」「２．医療のＤＸ進展に伴う流通・マーケ

ティングモデルの進化」「３．プライム市場に対応したグループ経営推進」を設定し、この課題を着実に解決する

ことで、地域ヘルスケアになくてはならない企業として一層の進化を目指してまいります。

 

当連結累計期間の業績につきましては、売上高143,521百万円（前年同期比100.4％）、営業利益452百万円（前年

同期比119.8％）、経常利益1,198百万円（前年同期比112.3％）、親会社株主に帰属する四半期純利益640百万円

（前年同期比99.4％）となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①医薬品卸売事業

当社グループの主力事業である医薬品卸売事業の当連結累計期間におきましては、薬剤費ベースで6.69％の薬価

改定によるマイナスの影響はあったものの、新型コロナウイルス禍による受診抑制などの影響から徐々に回復しつ

つあるなか、主に病院市場への医療用医薬品（主に新薬創出加算品）の販売が伸長し、新型コロナウイルス感染症

関連の医療機器や臨床検査試薬等の販売も堅調に推移したため、販売面において前年同期比でわずかに伸長いたし

ました。

利益面においては、前年同期比で伸長したものの、薬価改定に伴う前期末在庫の新旧仕切価に関わるマイナスの

会計処理の影響が当連結累計期間に及んだため、営業利益の第２四半期累計予想（４－９月）に対する進捗率は、

基準進捗率（50%）を割り込みました。

以上のことにより、売上高は135,193百万円（前年同期比100.3％）、セグメント利益（営業利益）は389百万円

（前年同期比133.7％）となりました。

しかしながら、第２四半期会計期間（７－９月）では、前述の前期末在庫が消化されマイナスの会計処理が解消

する一方、今夏、需要増が見込める各種ワクチン販売に注力することなどにより、連結の第２四半期累計予想（４

－９月）の各利益を達成出来る見込みでございます（詳細は2022年８月２日発表の「四半期決算補足説明資料」を

ご参照下さい）。

 

②薬局事業

薬局事業におきましては、地域のかかりつけ薬局を目指し、薬局機能の強化に努めた結果、売上高は4,481百万円

（前年同期比101.0%）となりましたが、薬価のマイナス改定の影響によりセグメント利益（営業利益）は14百万円

（前年同期比36.5%）となりました。
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③動物用医薬品卸売事業

動物用医薬品卸売事業におきましては、高利益商品の販売増により、売上高は2,657百万円（前年同期比

102.9％）、セグメント利益（営業利益）は118百万円（前年同期比110.7％）となりました。

 

④その他事業

その他事業におきましては、農薬卸売事業の販売が好調だったものの、スポーツ関連施設運営事業等の業績が振

るわず、売上高は1,189百万円（前年同期比106.2％）、セグメント損失（営業損失）は69百万円（前年同期実績は

45百万円のセグメント損失）となりました。

 
当第１四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末から1,187百万円増加し、314,221百万円となりまし

た。内訳は、流動資産200,569百万円、固定資産113,651百万円であります。

流動資産の主な内訳は、現金及び預金27,950百万円、受取手形及び売掛金124,065百万円、棚卸資産30,139百万

円、未収入金14,736百万円であります。なお、前連結会計年度末に比べ、未収入金が1,881百万円、棚卸資産が

1,648百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が4,532百万円、現金及び預金が979百万円増加したこと等によ

り、流動資産が2,037百万円増加しております。

固定資産の内訳は、有形固定資産45,916百万円、無形固定資産4,809百万円、投資その他の資産62,925百万円であ

ります。なお、前連結会計年度末に比べ固定資産が849百万円減少しております。

負債は、前連結会計年度末から132百万円減少し、212,859百万円となりました。内訳は、流動負債191,527百万

円、固定負債21,332百万円であります。

流動負債の主な内訳は、支払手形及び買掛金177,235百万円、賞与引当金2,391百万円であります。なお、前連結

会計年度末に比べ、賞与引当金が849百万円増加したこと等により、流動負債が1,434百万円増加しております。

固定負債の主な内訳は、長期借入金7,517百万円及び退職給付に係る負債516百万円であります。なお、前連結会

計年度末に比べ、退職給付に係る負債が2,112百万円減少したこと等により、固定負債が1,566百万円減少しており

ます。

純資産は、前連結会計年度末から1,319百万円増加し、101,361百万円となりました。主な要因は、自己株式997百

万円の増加があったものの、その他有価証券評価差額金2,482百万円の増加、親会社株主に帰属する四半期純利益の

計上640百万円等によるものであります。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において新たに発生した対処すべき事業上及び財務上の課題はありません。また、前

事業年度の有価証券報告書に記載した対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 230,000,000

計 230,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 61,224,796 61,224,796
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株でありま
す。

計 61,224,796 61,224,796 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2022年６月30日 ― 61,224 ― 5,000 ― 1,250
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2022年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 7,866,400
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 53,307,800
 

 

533,078 ―

単元未満株式 普通株式 50,596
 

 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 61,224,796 ― ―

総株主の議決権 ― 533,078 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が500株 (議決権５個)、「株式給付

信託」制度の信託財産として、㈱日本カストディ銀行(信託E口)が所有している当社株式120,800株(議決権

1,208個)が含まれております。

２．「単元未満株式」の株式数の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が55株、当社保有の自己株式が52株含

まれております。

３.　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(2022年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

    2022年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
㈱バイタルケーエスケー・ホー
ルディングス

東京都世田谷区
弦巻一丁目１番12号

7,866,400 ― 7,866,400 12.85

計 ― 7,866,400 ― 7,866,400 12.85
 

　(注)　自己名義所有株式数には、「株式給付信託」制度の信託財産として、㈱日本カストディ銀行(信託E口)が所有

している当社株式120,879株は含まれておりません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2022年４月１日から2022年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2022年４月１日から2022年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 26,971 27,950

  受取手形及び売掛金 119,533 124,065

  棚卸資産 31,788 30,139

  未収入金 16,617 14,736

  その他 3,672 3,727

  貸倒引当金 △50 △50

  流動資産合計 198,532 200,569

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 19,303 21,185

   土地 20,735 20,735

   その他（純額） 5,722 3,995

   有形固定資産合計 45,761 45,916

  無形固定資産   

   のれん 2,874 2,788

   その他 2,162 2,021

   無形固定資産合計 5,036 4,809

  投資その他の資産   

   投資有価証券 47,508 51,011

   その他 16,771 12,336

   貸倒引当金 △576 △422

   投資その他の資産合計 63,703 62,925

  固定資産合計 114,501 113,651

 資産合計 313,033 314,221
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 176,685 177,235

  短期借入金 990 990

  1年内返済予定の長期借入金 970 970

  未払法人税等 2,399 482

  賞与引当金 1,542 2,391

  その他 7,505 9,457

  流動負債合計 190,092 191,527

 固定負債   

  長期借入金 7,760 7,517

  その他の引当金 244 243

  退職給付に係る負債 2,629 516

  その他 12,265 13,054

  固定負債合計 22,898 21,332

 負債合計 212,991 212,859

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,000 5,000

  資本剰余金 12,810 12,810

  利益剰余金 64,402 64,296

  自己株式 △6,581 △7,578

  株主資本合計 75,631 74,527

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 21,645 24,127

  退職給付に係る調整累計額 1,683 1,593

  その他の包括利益累計額合計 23,329 25,721

 非支配株主持分 1,080 1,112

 純資産合計 100,041 101,361

負債純資産合計 313,033 314,221
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 142,916 143,521

売上原価 132,694 132,786

売上総利益 10,221 10,735

差引売上総利益 10,221 10,735

販売費及び一般管理費 9,843 10,282

営業利益 377 452

営業外収益   

 受取利息 11 15

 受取配当金 178 185

 持分法による投資利益 3 24

 受取事務手数料 390 397

 その他 158 173

 営業外収益合計 742 795

営業外費用   

 支払利息 24 26

 賃貸費用 21 20

 その他 7 3

 営業外費用合計 53 49

経常利益 1,067 1,198

特別利益   

 固定資産売却益 11 3

 その他 0 －

 特別利益合計 11 3

特別損失   

 固定資産売却損 19 －

 投資有価証券評価損 － 55

 土壌処理費用 － 62

 その他 1 2

 特別損失合計 21 119

税金等調整前四半期純利益 1,057 1,081

法人税等 383 406

四半期純利益 674 675

非支配株主に帰属する四半期純利益 29 35

親会社株主に帰属する四半期純利益 644 640
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 674 675

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1,625 2,234

 退職給付に係る調整額 △97 △89

 持分法適用会社に対する持分相当額 25 247

 その他の包括利益合計 1,553 2,392

四半期包括利益 2,228 3,068

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,198 3,032

 非支配株主に係る四半期包括利益 29 35
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

 連結の範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間より、2022年８月１日に連結子会社である㈱バイタルネットと吸収合併を行う予定の塩

釜蠻紅華湯㈱を連結の範囲に含めております。
 

 

(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

ととしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

 新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期については、前連結会計年度の有価証券報告書の(重要な

会計上の見積り)に記載した仮定より重要な変更はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

 保証債務

連結会社以外の会社の借入等に対し、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

㈱ケーエスアール
（仕入債務）

3百万円
㈱ケーエスアール
（仕入債務）

3百万円

㈱ケーエスアール
（リース債務）

2
㈱ケーエスアール
（リース債務）

2

計 6 計 6
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額は次

のとおりであります。

　 前第１四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

　　至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

　　至　2022年６月30日）

減価償却費 661百万円 719百万円

のれんの償却額 85 85
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月12日
取締役会

普通株式 747百万円 14.00円 2022年３月31日 2022年６月７日 利益剰余金
 

(注)　2022年５月12日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託口が保有する当社株式に対する配当金額 

１百万円が含まれております。

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

 
医薬品
卸売事業

薬局事業
動物用医薬
品卸売事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 134,777 4,437 2,581 141,796 1,119 142,916 － 142,916

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,211 1 0 2,212 626 2,839 △2,839 －

計 136,988 4,438 2,581 144,008 1,746 145,755 △2,839 142,916

セグメント利益又は損
失(△)

290 39 106 437 △45 391 △13 377
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農薬等の卸売業、介護サービス

業、運送業、医療機関に対するコンサルティング業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△13百万円はセグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

 
医薬品
卸売事業

薬局事業
動物用医薬
品卸売事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 135,193 4,481 2,657 142,332 1,189 143,521 － 143,521

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,777 0 0 2,777 626 3,404 △3,404 －

計 137,970 4,481 2,657 145,110 1,815 146,925 △3,404 143,521

セグメント利益又は損
失(△)

389 14 118 521 △69 452 △0 452
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農薬等の卸売業、介護サービス

業、運送業、医療機関に対するコンサルティング業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△０百万円はセグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

     (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他

(注)
合計医薬品

卸売事業
薬局事業

動物用医薬

品卸売事業
計

医療用医薬品 126,430 ― ― 126,430 ― 126,430

試薬医療機器 7,505 ― ― 7,505 ― 7,505

一般用医薬品他 778 67 ― 846 ― 846

動物用医薬品 ― ― 1,759 1,759 ― 1,759

調剤報酬 ― 4,369 ― 4,369 ― 4,369

その他 63 ― 822 885 1,119 2,005

顧客との契約から生じる収益 134,777 4,437 2,581 141,796 1,119 142,916

外部顧客への売上高 134,777 4,437 2,581 141,796 1,119 142,916
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農薬等の卸売業、介護サービス業、運

送業、医療機関に対するコンサルティング業等を含んでおります。

 
当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

     (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他

(注)
合計医薬品

卸売事業
薬局事業

動物用医薬

品卸売事業
計

医療用医薬品 126,394 ― ― 126,394 ― 126,394

試薬医療機器 7,994 ― ― 7,994 ― 7,994

一般用医薬品他 768 62 ― 831 ― 831

動物用医薬品 ― ― 1,896 1,896 ― 1,896

調剤報酬 ― 4,418 ― 4,418 ― 4,418

その他 34 ― 761 795 1,189 1,984

顧客との契約から生じる収益 135,193 4,481 2,657 142,332 1,189 143,521

外部顧客への売上高 135,193 4,481 2,657 142,332 1,189 143,521
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農薬等の卸売業、介護サービス業、運

送業、医療機関に対するコンサルティング業等を含んでおります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

１株当たり四半期純利益 11円67銭 12円05銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 644 640

   普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(百万円)

644 640

   普通株式の期中平均株式数(千株) 55,227 53,125
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益の

算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。１株当たり四半期純利益の算

定上控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前第１四半期連結累計期間124千株、当第１四半期連結累

計期間120千株であります。

 
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

2022年５月12日開催の取締役会において、2022年３月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり期末配

当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　        747百万円

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　       14円00銭

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　2022年６月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年８月８日

株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ

　　　仙　台　事　務　所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 後　　藤　　英　　俊  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 福　　士　　直　　和  

 

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社バイタ

ルケーエスケー・ホールディングスの2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社バイタルケーエスケー・ホールディングス及び連結子会

社の2022年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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